
安全の手引き 走行規則

利用者確認欄 販売店確認欄

1

自走式車いすを日常的に利用することが出来ます。 □ □

ハンドリムによる走行、停止、旋回や方向転換、坂道での制御、障害物回避が出来ます。 □ □

周囲の状況を正しく理解し、走行すべきかどうか判断することが出来ます。 □ □

ハンドリムを握る、または押さえることで停止させることが出来ます。 □ □

ハンドリムによるキャスター上げが出来ます。 □ □

スイッチコントロール/バディボタンの操作を確実に行うことが出来ます。 □ □

2 各部の取り扱い方法

スマートドライブの取り付け

車椅子へのクランプの取り付け方法を確認しました。 □ □

スマートドライブ本体の取り付け方法を確認しました。 □ □

運転操作する前の準備

バッテリー残量の確認方法を確認しました。 □ □

スイッチコントロール/バディボタン各部の名称を確認しました。 □ □

スイッチコントロール/バディボタンの操作方法を確認しました。 □ □

3 運転操作に関する指導

必要な時にはいつでも停止させることが出来ます。 □ □

必要な時にはいつでも旋回することが出来ます。 □ □

必要な時にはいつでも坂道で制御することが出来ます。 □ □

必要な時にはいつでも障害物を回避することが出来ます。 □ □

傾斜、段差、路面状況を把握し安全なルートを選択することが出来ます。 □ □

4 安全運転に関する指導

警告事項の説明、安全運転の手引きを確認しました。 □ □

走行規則をを確認しました。 □ □

障害物の乗り越えを確認しました。 □ □

下り坂での走行方法を確認しました。 □ □

上り坂での走行方法を確認しました。 □ □

横方向に傾いた路面での走行方法を確認しました。 □ □
5 その他

転倒防止バーの装着を確認しました。 □ □
充電の仕方について確認しました。 □ □

運搬の方法について確認しました。 □ □

航空機への積載について確認しました。 □ □

保管方法について確認しました。 □ □

上記確認内容に虚偽がないことをここに誓約いたします。

年 月 日

販売店名 利用者氏名 印

担当者氏名 印 利用者住所

この誓約書に虚偽があったことが判明した場合、又は確認すべき事項を確認しなかったことが判明した場合には、怪我や事故など当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申
し立てません。

スマートドライブの利用適正及び安全運転指導チェックシート

　販売店様は、スマートドライブの引き渡しをする際に、利用者様に対して下記のチェックシートに従って利用適性の判定と取り扱い方法の説明、並びに利用に際しての危険性について告

知を行ってください。各項目完了後、販売店、利用者双方で虚偽なく確認欄に✔を記入してペルモビールへ提出してください。利用適正の判定において該当しない項目がある場合はスマー

トドライブのご利用、ご購入をお控えいただきますようお願いいたします。

警　告

お客様の運転／操作練習には必ず販売承諾した担当者が同行してください。
不慣れな状態、知識不足の状態での運転/操作は重篤な怪我や事故を引き起こす恐れがあります。

スマートドライブ利用適正の判定

チェック項目


